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け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し

い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
合
併
し
て
３

年
が
経
過
い
た
し
ま
す
が
、「
自
然
・
地

域
・
ひ
と
・
先
端
科
学
が
融
和
し
た
ま
ち
」

を
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
基
本
目
標
に

掲
げ
、
那
珂
市
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確

立
お
よ
び
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ

ぼ
み
」
の
オ
ー
プ
ン
や
防
犯
事
業
の
自
警

団
設
立
支
援
、
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

の
開
始
、
瓜
連
駅
自
由
通
路
・
橋
上
駅
舎

の
完
成
、
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
の
進
捗
、
余
暇
活
用
施
設
「
し
ど

り
の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
、
市
立
図
書
館
の
開
館
、
五

台
小
学
校
大
規
模
改
造
な
ど
、
保
健
福

祉
、
生
活
環
境
、
産
業
経
済
、
教
育
文
化

の
各
分
野
に
わ
た
る
多
様
な
行
政
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

着
実
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご

協
力
の
賜
で
あ
り
、
心
か
ら
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
高
齢

社
会
の
到
来
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な

ど
、
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
市
の
財
政
状
況
は
、
国

の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の

削
減
、
地
方
交
付
税
等
の
縮
小
、
さ
ら
に

は
市
税
収
入
の
低
迷
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
本
市
で
は
、
計
画

的
で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
た
め
「
那
珂

市
行
政
改
革
大
綱
」
お
よ
び
「
那
珂
市
行

政
改
革
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
行
財
政

改
革
を
推
し
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
新
た
な
行
政
運
営
の
指
針
と
し

て
「
第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画
」
を
策
定

し
て
お
り
、
私
が
政
治
理
念
と
す
る
「
人

に
や
さ
し
く
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
」
を

市
の
将
来
像
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
４
月

か
ら
は
、
こ
の
総
合
計
画
に
基
づ
く
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
も

市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、
常

に
市
民
の
側
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
心
が

け
、
将
来
像
の
実
現
を
目
指
し
て
精
魂
を

傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
本
年
が
さ
ら

な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ

輝かしい新春を迎えて…
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●
今
年

は子年で
す
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議
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年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
中
は
議
会
運
営
に
つ
き
ま

し
て
格
別
の
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
国
内
に
お
い
て
台
風
、

豪
雨
、
地
震
な
ど
に
よ
る
多
く
の
災
害
と

猛
暑
な
ど
異
常
気
象
が
発
生
し
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

幸
い
那
珂
市
に
は
大
き
な
災
害
も
な

く
、
合
併
後
の
、
経
過
措
置
や
調
整
課
題

も
お
お
む
ね
順
調
に
解
決
し
て
お
り
、
旧

両
町
の
均
衡
あ
る
発
展
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
一
周
年
を
迎
え
た
「
那
珂

市
立
図
書
館
」
は
、
真
の
豊
か
さ
を
求
め

る
場
と
し
て
市
民
の
皆
様
に
大
変
好
評
で

あ
り
、
那
珂
市
の
発
展
を
象
徴
し
て
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
市
民
に
愛

さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
内
情
勢
を
見
ま
す
と
、
安
倍
内
閣
に

変
わ
り
福
田
内
閣
が
発
足
し
、
郵
政
事
業

が
民
営
化
と
な
る
な
ど
行
財
政
改
革
が
推

進
さ
れ
る
な
か
、
年
金
、
医
療
、
福
祉
等

の
国
民
の
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
課
題

が
噴
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
や
国
民
の
生
活
環
境
は
大
変
厳
し
さ

が
増
し
て
き
て
お
り
、
地
方
自
治
体
と
し

て
生
活
し
や
す
い
環
境
の
整
備
や
住
み
や

す
い
地
域
の
構
築
な
ど
、
地
方
自
治
体
の

権
限
と
責
任
に
お
い
て
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
議
会
は
責
任
と
役
割

が
ま
す
ま
す
大
き
く
、
重
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
住
民
の
意
向
を
十
分
に
聴
取
す
る

だ
け
で
な
く
、
良
識
と
理
性
の
上
に
立
っ

た
議
会
活
動
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

那
珂
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
時

代
を
見
据
え
た
情
勢
分
析
に
力
点
を
置
き

な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
が
求
め
る
効
率
の

良
い
行
政
を
念
頭
に
、
市
民
に
信
頼
さ
れ

る
議
会
運
営
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
市
民
の
皆
様
が
、
ご

健
康
、
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

新

平平 成成 ２２ ００ 年年
２２００００８８年年



珂
市
文
化
協
会
主
催
に

よ
る
那
珂
市
文
化
祭
が

　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３

１１

２３

２５

日
間
、
市
中
央
公
民
館
、
市
総

合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

数
々
の
作
品
の
展
示
、
催
し
、

演
奏
・
踊
り
・
歌
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
詰
め

掛
け
た
た
く
さ
ん
の
か
た

が
た
が
、
那
珂
市
に
あ

ふ
れ
る
文
化
に
触

れ
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

那

げんでんふれあい
　　　　文化講演会

　講師：児 玉　清
�������	
���
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６

那珂市議会議員一般選挙のおしらせ

任期満了に伴う那珂市議会議員一般選挙が、２月１７日告示され、
２月２４日（日）市内２６投票所で行われます。
開票は、市中央公民館で即日開票となります。

問い合わせ　市選挙管理委員会　�２９８－１１１１　内線５１３・５１４

○投　票　日

○投票時間

２月２４日（日）

午前７時～午後６時

○年齢：昭和６３年２月２５日以前に生まれたかた
○住所：平成１９年１１月１６日までに那珂市の住民票に記載され、引

き続き市内に住んでいるかた
※投票前に那珂市から転出したかたは投票することがで
きません。

投票できる人

　世帯単位（１通で４人まで）にはがきで郵送されますので、住所、
氏名、投票所を確認の上、投票するまで大切に保管してください。
　なお、投票の際には、１枚（１人）ずつ切り離してご持参くだ
さい。
※入場券を紛失されたかたは、当日、投票所の係員にお申し出く
ださい。

投票所入場券

○期　間　２月１８日（月）～２月２３日（土）
○時　間　午前８時３０分～午後８時
○場　所　市役所１階ロビー・瓜連支所１階会議室
○持参するもの　投票所入場券

期日前投票

　立候補を予定されているかたまたは関係者を対象に、
立候補手続き等の説明会を開催します。
○日　時　１月１５日（火）午前１０時から
○場　所　市役所５階会議室

立候補予定者説明会
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病気やけがで障害が残ったら… 障害基礎年金
　障害基礎年金とは、国民年金加入中（または老齢基礎年金を受給していない６０歳以上６５歳未満のかた）や
２０歳前に初診日がある病気やけがによって、国民年金法施行令でいう１級または２級の障害の状態になった
ときに受けられる年金です。

●支給要件
下記の要件のどちらかを満たしている必要があります。
①初診日の属する月の前々月までの加入期間のうち、保険料納付済期間と保険料免除期間を合算し
て３分の２以上あること

②初診日の属する月の前々月までの直近の１年間に、保険料の未納がないこと
※初診日とは、障害の原因となった傷病について初めて医師の診療を受けた日のことをいいます。

●障害認定日請求
初めて医師の診療を受けたときから、１年６か月を経過したときに障害の状態にあるとき、または
１年６か月以前で症状が固定したときに請求できます。
※２０歳前に初診日がある場合は、２０歳に達したときに障害の状態にあれば請求できます。

●年金額
障害の程度により、１級と２級があります。
【１級】　９９０，１００円（年額）　　【２級】　７９２，１００円（年額）
障害基礎年金の受給者によって生計を維持されている子がいる場合は次の額が加算されます。子と
は、１８歳に達する年度の末日までにある子、または２０歳未満で１級・２級の障害にある子をいいます。
【第１子・第２子】　各２２７，１００円（年額）　　【第３子以降】　各７５，９００円（年額）

国民年金加入中に亡くなったら… 遺族基礎年金
　遺族基礎年金とは、国民年金の加入者または老齢基礎年金の受給資格期間を満たした人が死亡したとき、
その人に生計を維持されていた「子のある妻」または「子」に支給される年金です。

●支給要件
下記の要件のどちらかを満たしている必要があります。
①死亡日の属する月の前々月までの加入期間のうち、保険料納付済期間と保険料免除期間を合算し
て、３分の２以上あること

②死亡日の属する月の前々月の直近の１年間に、保険料の未納がないこと

●対象者
死亡した人によって生計を維持されていた、①子のある妻　②子
※子とは、１８歳に達する年度の末日までにある子、または２０歳未満で１級・２級の障害にある子を
いいます。

●年金額
７９２，１００円（年額）　＋　子の加算
※子の加算　【第１子・第２子】　各２２７，９００円（年額）　　【第３子以降】　各７５，９００円（年額）
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障
害
の
あ
る
か
た
を
扶
養
し
て
い
る
保
護

者
が
、
自
ら
の
生
存
中
に
毎
月
一
定
の
掛
金

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
に
万
一

（
死
亡
・
重
度
障
害
）の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、

障
害
の
あ
る
か
た
に
終
身
一
定
額
の
年
金
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。　

　
　

障
害
の
あ
る
か
た
を
扶
養
し
て
い
る
保

（１）
護
者
の
か
た
が
た
の
連
帯
と
相
互
扶
助
の

精
神
に
基
づ
き
、
障
害
の
あ
る
か
た
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
と
と

も
に
、
障
害
の
あ
る
か
た
の
将
来
に
対

し
、
保
護
者
が
い
だ
く
不
安
の
軽
減
を
図

る
目
的
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
　

任
意
加
入
の
制
度
で
す
。

（２）
　
　

道
府
県
･
指
定
都
市
が
条
例
に
も
と
づ

（３）
い
て
実
施
し
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
確
実

な
保
障
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　

加
入
者
が
他
の
道
府
県
・
指
定
都
市
に

（４）
転
出
さ
れ
て
も
、
転
出
先
で
の
申
し
込
み

手
続
き
に
よ
り
加
入
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
　

障
害
の
あ
る
か
た
１
人
に
つ
き
２
口
ま

（５）
で
加
入
が
で
き
ま
す
。

　
　

掛
金
は
、
所
得
税
お
よ
び
地
方
税
と
も

（６）
全
額
所
得
控
除
さ
れ
、
年
金
・
弔
慰
金
に

は
所
得
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

障
害
の
あ
る
か
た
（
次
の
「
障
害
の
あ
る

か
た
の
範
囲
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）
を

現
に
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
（
父
母
、
配
偶

者
、
兄
弟
姉
妹
、
祖
父
母
、
そ
の
他
の
親
族

な
ど
）
で
あ
っ
て
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
た
で
す
。

　
　

市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

（１）
　
　

年
齢
が　

歳
未
満
で
あ
る
こ
と
（
年
齢

（２）

６５

は
毎
年
の
４
月
１
日
に
お
け
る
年
齢
で

す
）

　
　

特
別
の
疾
病
ま
た
は
障
害
が
な
く
、
生

（３）
命
保
険
契
約
の
対
象
と
な
る
健
康
状
態
で

あ
る
こ
と

　
　

障
害
の
あ
る
か
た
１
人
に
対
し
て
、
加

（４）
入
で
き
る
保
護
者
は
１
人
で
あ
る
こ
と

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
障
害
の
あ
る

か
た
で
、
将
来
独
立
自
活
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
た
で
す
。

 

（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

　
　

知
的
障
害
の
か
た

（１）
　
　

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
そ
の
障

（２）
害
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
に
該
当
す
る
障

害
の
か
た

　
　

精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な
障
害
が

（３）

あ
り
、　

ま
た
は　

と
同
程
度
の
障
害
と

（１）

（２）

認
め
ら
れ
る
か
た　
　

　

例
え
ば
、
精
神
病
、
脳
性
麻
痺
、
進
行
性

筋
萎
縮
症
、
自
閉
症
、
血
友
病
な
ど
で
す
。

①　

掛
金
は
、
毎
月
定
め
ら
れ
た
日
ま
で
に

払
い
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

②　

掛
金
は
、
加
入
者
の
加
入
時
の
年
齢
に

よ
り
、
１
口
当
た
り
次
の
と
お
り
で
す
。

③　

掛
金
の
免
除

　

加
入
者
が　

歳
（
４
月
１
日
現
在
）
以
降

６５

最
初
に
到
来
す
る
加
入
応
当
月
に
達
し
、

か
つ
、
継
続
し
て　

年
以
上
加
入
し
た
と

２０

き
は
、
そ
の
後
の
掛
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

④　

掛
金
の
減
免

　

加
入
者
が
生
活
保
護
世
帯
や
市
町
村
民

税
非
課
税
等
の
世
帯
に
属
す
る
場
合
は
、

掛
金
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減
免
割

合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

加
入
者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
度
障
害

と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
月
か
ら
障

害
の
あ
る
か
た
に
対
し
、
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

【
注
】
年
金
の
支
給
対
象
と
な
る
重
度
障
害

は
、
条
例
に
定
め
ら
れ
た
重
度
障
害

状
態
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
と
は

　

加
入
で
き
る
保
護
者
の
要
件

　

障
害
の
あ
る
か
た
の
範
囲

　

掛
金
月
額　

�
こ
こ
が
変
わ
り
ま
す

　

年
金
の
支
給

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

改正後掛金額（月額）
加入時年齢

既加入者新規加入者

５，６００円９，３００円３５歳未満のかた

６，９００円１１，４００円３５歳以上４０歳未満のかた

８，７００円１４，３００円４０歳以上４５歳未満のかた

１０，６００円１７，３００円４５歳以上５０歳未満のかた

１１，６００円１８，８００円５０歳以上５５歳未満のかた

１２，８００円２０，７００円５５歳以上６０歳未満のかた

１４，５００円２３，３００円６０歳以上６５歳未満のかた

現行掛金額
（月額）

３，５００円

４，５００円

６，０００円

７，４００円

８，９００円

１０，８００円

１３，３００円

減免割合

１００／１００生活保護を受給してい
る場合

５０／１００前年度の市町村民税が
非課税である場合

３０／１００
前年度の市町村民税の
所得割が課せられてい
ない場合
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②　

年
金
は
障
害
の
あ
る
か
た
の
生
涯
に
わ

た
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

③　

障
害
の
あ
る
か
た
が
、
年
金
の
受
取
や

管
理
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

は
、
加
入
者
は
あ
ら
か
じ
め
年
金
管
理
者

を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

加
入
時
必
要
書
類

　

弔
慰
金
等
の
支
給

�
こ
こ
が
変
わ
り
ま
す

①　

１
年
以
上
加
入
し
た
後
に
、
加
入
者
よ

り
先
に
障
害
の
あ
る
か
た
が
死
亡
し
た
と

き
は
、
一
時
金
と
し
て
加
入
期
間
に
応
じ

て
、
次
の
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
注
】
２
口
加
入
の
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

加
入
期
間
に
応
じ
た
金
額
の
合
算
額

と
な
り
ま
す
。

②　

５
年
以
上
加
入
し
た
後
に
、
加
入
者
の

申
し
出
に
よ
り
、
こ
の
制
度
か
ら
脱
退
し

た
と
き
は
、
一
時
金
と
し
て
加
入
期
間
に

応
じ
て
、
次
の
脱
退
一
時
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

【
注
】
２
口
加
入
の
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

加
入
期
間
に
応
じ
た
金
額
の
合
算
額

と
な
り
ま
す
。

１
口
加
入
の
か
た

　

月
額
２
万
円
（
年
額　

万
円
）

２４

２
口
加
入
の
か
た

　

月
額
４
万
円
（
年
額　

万
円
）

４８

��������

��������

　
　

、　

、　

の
所
定
様
式
は
市
介
護
福
祉

（１）

（３）

（５）

課
に
あ
り
ま
す
。

　
　

加
入
等
申
込
書

（１）
　
　

住
民
票
の
写
し
（
保
護
者
お
よ
び
障
害

（２）
の
あ
る
か
た
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
で
す
。
ま

た
、
年
金
管
理
者
を
指
定
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
か
た
の
分
も
必
要
と
な
り
ま

す
）

　
　

申
込
者
（
被
保
険
者
）
告
知
書
（
保
護

（３）
者
の
健
康
状
態
を
告
知
す
る
書
類
で
す
）

　
　

心
身
障
害
者
の
障
害
の
種
類
お
よ
び
程

（４）
度
を
証
明
す
る
書
類（
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
お
よ
び
年
金
証
書
等
）

　
　

年
金
管
理
者
指
定
届
書
（
障
害
の
あ
る

（５）
か
た
が
年
金
を
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
な

と
き
）

【
注
】
加
入
の
申
込
を
さ
れ
る
前
に
、
こ
の

制
度
の
内
容
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ

い
。
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
窓
口
や
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

通
常
各
月
１
日
に
加
入
日
が
統
一
さ

れ
て
い
ま
す
が
特
例
的
に
平
成　

年
３

２０

月　

日
の
加
入
日
を
設
定
し
ま
す
。
そ

３１
れ
に
よ
り
新
た
に
加
入
し
、
３
月　

日
３１

特
例
加
入
者
に
な
ら
れ
た
か
た
は
、
３

月
分
と
し
て
改
正
前
現
行
掛
金
額
が
４

月
改
正
後
は
新
規
加
入
者
掛
金
額
で
は

な
く
、
既
加
入
者
掛
金
額
を
適
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
３
月　

日
特
例
加
入
者
に
な
る
に

３１

は
…
２
月
末
日
で
県
の
加
入
申
込
が

締
め
切
り
の
た
め
、
市
役
所
（
１
階
）

介
護
福
祉
課
障
害
福
祉
係
に
遅
く
と

も
２
月　

日（
水
）ま
で
に
必
要
書
類

２０

を
添
え
て
、
手
続
き
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

提
出
の
遅
れ
や
提
出
書
類
の
不
備

な
ど
に
よ
り
、
４
月
加
入
と
な
っ
た

場
合
は
、
新
規
加
入
者
の
掛
金
額
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す　

（
す
で
に
１
口
加
入
し
て
い
る
か
た

で
、
２
口
目
の
加
入
を
希
望
す
る
場

合
も
同
様
）。
早
め
の
手
続
き
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

重重要要
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
	

◎
平
成　

年
３
月　

日
の
加
入

２０

３１

日
を
設
定
し
ま
す
。

注
意　
!!

改正後掛金額（月額）
加入期間

既加入者新規加入者

３０，０００円５０，０００円
１年以上
５年未満
のかた　

弔　

慰　

金

７５，０００円１２５，０００円
５年以上
２０年未満
のかた　

１５０，０００円２５０，０００円２０年以上
のかた　

現行弔慰金

２０，０００円

５０，０００円

１００，０００円

改正後脱退一時金
加入期間

既加入者新規加入者

４５，０００円７５，０００円
５年以上
１０年未満
のかた　

脱
退
一
時
金

７５，０００円１２５，０００円
１０年以上
２０年未満
のかた　

１５０，０００円２５０，０００円２０年以上
のかた　

現行脱退
一時金

３０，０００円

５０，０００円

１００，０００円
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４月から健康診査の実施方法・受け方が変わります

　医療制度の改正により、これまで４０歳以上のかたが受けていた「基本健康診査」（以下「基本健診」）は、４月か
ら「医療保険者」が行う「特定健康診査・特定保健指導」（以下「特定健診」）に変わります。これまでの健康診査
（以下「健診」）は、糖尿病などの生活習慣病の早期発見・治療を目的として行われてきました。それらの糖尿病等
の生活習慣病は、内臓脂肪の蓄積（内臓脂肪型肥満）が原因で、高血圧、高血糖等の状態が重複した場合、心筋梗
塞や脳卒中などの病気になりやすいということが分かってきました。そこでこれからの健診は、予防が必要な対象
者・内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の該当者・予備群に注目し、それらの改善・予防に向けて医療
保険者が支援を行う健診に変わります。この新しい健診制度について、１月号から５回シリーズでおしらせしま
す。今回は、健診の実施方法のおもな変更点と特定健診の受け方を中心におしらせします。

※４０歳未満のかたは、特定健診の対象外となりますが、那珂市では、生活習慣病予防のため、３０歳代の市民のかた
を対象に「①特定健診を中心に実施する健診」にて健診を実施します。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇　　変更点（１）今までの基本健診と特定健診の違いは？　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
・今までの基本健診等は市で実施してきましたが、基本健診は医療保険者ごとに行う特定健診に変わります。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇　　変更点（２）健診の実施方法が変わります。　　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
・一つの会場で行っていた「総合健診」が廃止になり、①「特定健診を中心に実施する健診」と②「がん検診を

中心に実施する検診」に分けて実施します。レディース検診は廃止になります。

�������	
���������

・国民健康保険（国保）や共済組合（公務員など）、健康保険組合（会社員など）、
船員保険などがあります。
（例）「那珂市国民健康保険被保険者証」は那珂市国民健康保険を指します。

※ご自身の健康保険証をご確認ください。

＊医療保険者とは？

平成１９年度まで項　目

基本健診健　 診　 名

身体計測、尿検査、血圧
測定、血液検査、心電図
検査、眼底検査等

主な健診内容

４０歳以上のかた対　 　 象

市町村実　 施　 者

老人保健法法 的 根 拠

平成２０年度から項　目

特定健診健　 診　 名

従来の基本健診の項目に腹囲（おへそ回り）測定が
加わる健診内容主な健診内容

４０～７４歳の被保険者（本人）とその被扶養者（家族）
のかた対　 　 象

各医療保険者（＊）実　 施　 者

高齢者の医療の確保に関する法律法 的 根 拠

平成１９年度まで

＜総合健診＞
基本健診、介護予防健診、結核・肺がん検診、
胃がん検診・大腸がん検診、前立腺がん検診、
肝炎ウイルス検査、子宮がん検診

平成２０年度から

①特定健診を中心に実施する健診
特定健診、介護予防健診、結核・肺がん検診、
前立腺がん検診、肝炎ウイルス検査

②がん検診を中心に行う検診
胃がん検診・大腸がん検診、子宮がん検診
※子宮がん検診は、市が契約している医療機関
でも受診できます。

＜レディース検診＞
　レディース健診・レディース基本健診

子宮がん検診

廃止
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◇◇◇◇◇　那珂市の特定健診の受け方を中心におしらせします　◇◇◇◇◇

あなたの年齢や保険証の種類によって、受診する方法や機関が変わります。

市で行う特定健診は、４０～７４歳の那珂市国民健康保険加入者を対象に行う健診になります

自 分 が 該 当 す る と こ ろ を 確 認 し て み ま し ょ う

◎：市が行う健診を受けることができます。
○：市が行う健診会場で受けることができますが、受診の際は、市に必ずご連絡ください。

� ����������������������������������

×：市では受けられません。

問い合わせ　

総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課成人保健係　�２７０－８０７１

　「内臓脂肪の蓄積」に加え、
「脂質異常」、「高血圧」、「高

血糖」のうち２項目以上当て
はまると「メタボリックシン
ドローム該当者」、１項目当
てはまると「予備群」となり
ます。

※メタボリックシンドロームの診断基準○来月号では、那珂市で実施する健診（特定健
診・がん検診・生活機能評価等）の実施方法
について詳しくお知らせします。

※１　平成２０年４月から、７５歳以上のかたは「後期高齢者医療制度」という保険に加入することになります。
※２　生活習慣病で治療中のかたは対象外となります。
※３　「生活機能評価」とは、介護予防を目的として行う健診です。介護認定を受けている「要介護度１～要介護度

５」に該当するかたは対象外となります。
※４　「各種がん検診」とは、肺がん・胃がん・大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がんの検診のことを指しま

す。
各種がん検診は、それぞれのがん検診の対象年齢であればどなたも受診できます。

※５　３０歳代の市民のかたを対象に行う特定健診は、原則雇用されているかたや生活習慣病で治療中のかたは対象
外となります。

医療保険者や年齢による区分

４０～６４歳のかた那珂市国民健康
保険のかた ６５～７４歳のかた

７５歳以上のかた
後期高齢者医療
のかた（※１）

社会保険組合（健康保険組合、船員保険組
合、共済保険組合等）の組合本人のかた　

社会保険組合等の被扶養者（家族）のかた

３０歳代の市民のかた

各種がん検診
（※４）

生活機能評価
（※３）

那珂市の
特定健診

◎－◎

◎◎◎

◎◎
○

（※２）

◎
◎

（６５歳以上のかた）
×

◎
◎

（６５歳以上のかた）
○

◎－
○

（※５）
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市政だより 
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　民生委員・児童委員は、地域の皆様の
福祉に関する相談を受け、支援する活動
を行っています。
　生活上の相談や障害のある人、寝たき
りや一人暮らしの高齢者、さらに児童や
母子父子世帯の支援など、幅広く活動し
ています。また、主任児童委員は、児童
福祉に関する事項を専門に担当し相談を
受けています。援助や相談、行政とのパ
イプ役を担う民生委員・児童委員にどう
ぞお気軽にご相談ください。
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担　　当　　地　　区氏　　名

鷺内１、５、１１、１６、１８～２０、２５班飯 塚　 昭

菅　
　

谷

鷺内２～４、６～１０、２３班加 藤　 護

鷺内１２～１５、１７、２１、２２、２４班日 座 彬 人

東組２、６、１０、１４、２０、２１、２３、２７、３０班宮 田 正 紀

東組３、７、９、１３、１５～１９、２２、２６班北 口 光 子

東組１、４、５、８、１１、１２、２４、２５、
２８、２９、３１、３２班片 岡 律 子

寄居平 野 博 子

仲之内湊街道を境に東側１、２、４、
５、１０、１１班佐 竹 信 隆

仲之内西側３、６～９班白 水 貞 夫

堀之内（バイパス東側）大和田滿喜子

堀之内（バイパス西側）永 井 ち ゑ

下宿下赤 塚 洋 子

下宿上１２～２７班古　屋　紀榮子

下宿上１～１１班、市営かしま台住宅�　野　れい子

かしま台団地（バイパス東側）星　　　由美子

かしま台団地（バイパス西側）川 又 恭 子

中宿東区１８～２４、２７～３１、３８、４４班向 田 博 明

中宿西区（水郡線西側）小 川 力 男

中宿中央区１～８、１３、１５～１７、２５、２６、
３６、３７班市 村 光 明

上宿１区１、２班、西住宅（西側）菊 地 正 一

上宿１区３～５班、竹ノ内（東側）軍 司 秀 文

上宿２区小 林　 眸

上宿３区１～６、１２～１６、１９班、組外會 澤 恒 男

上宿３区７～１１、１７、１８、２０、２１班平 野 百 代

一の関２、３、５、６、９、１０、１２、
１５、１７、１８、２１、２３班、組外石 沢 勝 男

一の関１、７、８、１１、１３、１４、１６、
１９、２０、２２班、組外林 滿 雄

ときわ台神 尾 多 門

原福田谷　 由 喜 子

仲福田吉 原 和 子

下福田助 川 睦 枝

担　　当　　地　　区氏　　名

野中、駒潜、田代開拓、茨野峯 島 智 之

五　
　

台

新地、宮脇、上宿會 澤 和 惠

中宿、大仏、下新地、西原岩 下 京 子

田向、津田開拓三田寺　重　光

下野平 澤 公 明

出水、富士山佐 藤 俊 一

中台１区旧国道３４９号西側石 川 佑 介

中台１区旧国道３４９号東側、津田区の一部石　川　つや子

中台２区北側、旧国道３４９号東側鈴 木 孝 雄

中台２区南側（旧国道３４９号東側を除く）、
１区の一部安 田 恭 子

中台津田区那珂湊那珂線北側、後台の一部小 林 早 苗

東木倉小薗井　博　士

西木倉木 内 玲 子

豊喰木 村 芳 男

（平成１９年１２月１日現在）
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広報なか１月号１３１３

市政だより 市政だより 

担　　当　　地　　区氏　　名

四堰武 藤 滿 男

神　

崎

海後、久保、塙山　田　ふみ子

松原、入向山、表向山大 森　 惠

向山笠松（保登内含む）、道高、所の内、
隣友、野所内南 波 和 子

横堀の内上記を除く加　藤　トヨ子

堤住 谷　 芳

杉北、杉西、杉南５～８班木野内千代子

杉東、杉南１～４、９、１０班関　 惠 子

永井、柄目、新地柴 山 嘉 子

額　

田

下宿、本郷、上之町宇 野 博 之

下之町、坂下、向山南大 山 智 子

高岡椎 名 猛 博

小堤、仲之町、横宿白 土 和 夫

新道、古宿安　 正 敏

天神、森戸、畑中宮 崎 光 惠

若宮、中谷原小 林　 稔

戸　

多

上宿、下宿初 田 義 雄

立石舘　 敦 子

田崎、大内小 堆 弘 子

下江戸小　貫　さち子

１区鈴 木 彪 史

芳　

野

２区児 玉 章 男

６区鈴 木 和 子

３区の内、木戸、本上、本中、鴻巣住宅吉 野 四 郎

３区の内、上記を除く海 野　 眞

４区吽 野　 誠

５区の内、松並、文洞、北山、松の口平 松 正 枝

５区の内、西組、南組、北組寺 門 律 子

３、４区叶 野　 功

木　

崎

５区小 林 賢 雄

６、７区中井川　聖　子

８、９区小 田 義 弘

１０区前 澤　 礒

� � � � � �� � � � � �

担　　当　　地　　区氏　　名

静（下、中、新地組）柏　　　美智子

瓜　
　

連

静（東、上、北城組）小 沼 中 正

下大賀（長堀、中通り、表組、西組、
久保組）小　林　とし子

下大賀（前新地、荒谷、馬場各組、
駅前各組）齋 藤 久 子

上（１区）寺 門 彰 子

上（２区、４区）小 関　 満

中（３区）寺 門 節 子

中（５区）萩野谷　久　子

下（６区の２、７区）楠 見 仁 子

下（６区の１）勝　村　あき子

古徳（１０区、１１区）海 野 和 代

古徳（１２区、１３区）関 谷 靖 子

中里（８区）寺 門　  宏

中里（９区）小 沼 文 子

鹿島（台）樫　村　三枝子

鹿島（圷）生田目　道　子

平野１区（１～１２班）加藤木　捷　洋

平野１区（１３～２３班）田　澤　かつい

平野２区（１～８班）岡 村 恆 子

平野２区（９～１４班）池　田　美代子

平野３区（１～８班）椎　名　美佐子

平野３区（９～１４班）松 浦 壽 子

� � � �� � � �

担　　当　　地　　区氏　名

那珂一中学区、五台小・菅谷西小飯 塚　 洋那珂第
１地区 那珂四中学区、菅谷小・菅谷東小大和田　一　宏

那珂二中学区、本米崎小・横堀小・額田小大 内　 榮那珂第
２地区 那珂三中学区、戸多小・芳野小・木崎小寺　門　与志夫

瓜連中学区、瓜連小
和 田 光 江瓜連

地区 関　　　美津惠
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市政だより 市政だより 
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三菱原子燃料株式会社がAED１台を寄贈

　三菱原子燃料株式会社
からAED（自動体外式除細
動器）１台が寄贈され１１月
２０日、余暇活用施設「しど
りの湯保養センター」に設
置しました。
　AEDは、心肺停止状態の
人の胸に電極パットを当

て、通電によって救命する機器で、操作手順や使用方法が音
声で指示されます。簡単な講習を受けることで、一般のかた
でも操作することができ、緊急時に周囲に居合わせた人が使
用することで、より迅速な救命活動を可能にするものとして
期待されています。寄贈ありがとうございました。

　戸多小学校の「戸多小緑化推進委員会」が１１月
３日、第３１回全国育樹祭で「緑の少年団育成功労
賞」を受賞しました。社団法人国土緑化推進機構
からは、国土緑化運動、緑の少年団の育成に多大
な貢献をされたということで、戸多小を含め全国
から選ばれた４校に感謝状が贈られました。
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募集人員／１５人

（神崎地区２人、額田地区１人、菅谷地区３人、

五台地区２人、戸多地区１人、芳野地区２人、

木崎地区１人、瓜連地区３人）

任　　期／２年間（平成２２年３月３１日まで）

応募資格／市内にお住まいの２０歳以上のかたで、地域の話

題や人物をご紹介いただけるかた

申込締切／２月２９日（金）

応募方法／住所・氏名・年齢・性別・職業をお書きの上、

はがき、封書、Ｅメールなどによりお申し込み

ください。（電話申し込みも可）

申し込み・問い合わせ／

企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

〒３１１－０１９２　那珂市福田１８１９－５

Ｅメール：kikaku@city.naka.lg.jp

���

　市では、「広報なか」が地域に密着した、皆さんに
楽しめる広報紙となるよう努力をしています。その
ため、各地区ごとに広報協力員をお願いし、地域の
話題や情報の提供をいただいております。
　広く地域の話題を提供いただくため、地区ごとに
次のとおり協力員を募集します。皆さんのご応募を
お待ちしています。なお、応募者多数の場合は、地
区・年齢などにより選考させていただきます。
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広報なか１月号１５

　芳野小PTAと中央公民館芳野分館
主催の教育講演会が１１月１７日、芳野
小体育館で行われました。講師を務
めたのは元プロ野球選手で現在芳野
野球スポーツ少年団総監督としてご
活躍の沢幡誠士さん（鴻巣）。野球を
とおして学んだ感謝する気持ちと夢
を持ち続けることの大切さを優しく
語りかけると、子どもたちはすっか
り沢幡さんのファンに。「夢をあき
らめないで」という沢幡さんの熱い
メッセージが子どもたちの心に直球
で届く講演会となりました。

�������	
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芳野小学校で教育講演会が開催

　後台田向区で３世代交流のゲーム
大会が１１月２５日、後台田向のちびっ
こ広場で行われました。はじめに鈴
木文夫田向区長が「それぞれの世代
のかたたちと仲良く頑張りましょ
う」とあいさつ。子どもたちのなか
に大人が加わり５人１組のチームを
作って、輪投げ、ペタンク、縄跳び、
玉入れ、ゲートボールを楽しみまし
た。ゲームの後は、朝から区のかた
たちが準備して作っただんご汁を皆
でいただきながら、温かい交流がで
きた１日となりました。

�������	

後台田向区３世代交流

　絶好の日和となった１１月３日、地
域の親睦を図るために、鹿島地区ふ
れあい歩く会が開催されました。
　第１１回を迎えた今回の参加者は
１０４人。内９０人が久慈川堤防沿いな
ど、秋の爽やかな空気を浴びながら
歩き、鹿島公民館で帰りを待つかた
の調理した心温まる豚汁、焼きそば
に空腹を満たしていました。
　また、食後に行われたリングマッ
チが始まると、一投一投に歓声が沸
き上がり、幼児から高齢者まで楽し
い一日を過ごしました。

�������	
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鹿島地区ふれあい区民歩く会（瓜連）

　市中央公民館で１１月１７日、那珂市
文化財保護審議会委員の会沢義雄氏
を講師に、「伊奈備前守忠次と那珂
市」と題して、「とことん茨城を知る 
ふるさと発見歴史講演会」が開催さ
れました。
　徳川家康に認められ、初代関東郡
代に任命された伊奈忠次は、検地、
利根川・荒川の瀬替え、「備前堀」で
知られる治水工事などで業績を残
し、那珂市とも 縁 のある人物。講演

ゆかり

では詳しく説明され、多くのかたが
歴史に触れ学んでいました。
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あたごふれあいフェスティバル２００７

　市歴史民俗資料館で１１月３日から
１２月９日まで第１７回特別企画展
「THE FACE  様々な顔に見る文化」
が開催されました。
　小屋の内遺跡（戸）から出土した
縄文後期の筒形土偶や海後遺跡（本
米崎）から出土した茨城県指定文化
財の人面付壷型土器などの出土品を
はじめ、小面や市松人形、市民のか
たがたからお寄せいただいた土偶や
 埴輪 、ビスク・ドールなど「顔」に
はにわ

まつわる展示品約１５０点が一堂に会
した今回の企画展。訪れたかたがた

は、一つ一つ豊かな表情を持つ展示
品を、見入りながら鑑賞していまし
た。
　また今回の特別企画展に合わせて
１１月１８日に催された講演会「THE 
FACE～喜怒哀楽の世界～」では、仲
田昭一市歴史民俗資料館館長と梅原
亜希子学芸員が、展示された資料に
ついて詳しい解説を交えながら講
演。作品の豊かな「顔」の表情から
当時の人々のメッセージを読み取る
面白さに、参加した皆さんは高い関
心を寄せていました。

�������	
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特別企画展「THE FACE　様々な顔に見る文化」



１６

　平成１９年もあとわずかとなった１２
月２日、地域で恒例のそば会が笠松
公民館で開催されました。
　地域の皆さんが早くから集まり、
趣向を凝らし腕を振るった手打そ
ば。正午には、招待された７０歳以上
のかたがたが集まり、そばを口にす
ると「これは美味い」と感嘆の声が
上がり、明るく和やかな雰囲気で話
も弾んでいました。
　気ぜわしい年の瀬に一息。そば会
も３０年以上続く行事として、地域の
皆さんに親しまれています。
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笠松地区・保登内地区　そば会

　水郡線瓜連駅の南西、駅南停車場
線道路整備事業に伴う工事に先立ち
９月から発掘調査を行ってきた水戸
海道遺跡。その発掘成果を広く皆様
に知っていただこうと現地説明会が
１１月１１日開催されました。この水戸
海道遺跡は古墳時代・中世の複合遺
跡であることが確認されました。当
日は雨天にもかかわらず多くのかた
が参加し、掘立柱建物跡や溝跡な
ど、普段ではなかなか立ち入ること
ができない発掘現場での説明に、皆
熱心に聞き入っていました。

�������	
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水戸海道遺跡現地説明会

　第４５回那珂市冬季駅伝競走大会が
１２月２日、那珂総合公園で開催され
ました。大会結果は次のとおりで
す。（順位・チーム名）
【小学校男子の部】①木崎小Ａ②瓜
連小Ａ③芳野小Ａ④五台小Ａ⑤戸多
小Ａ⑥菅谷小Ａ【小学校女子の部】
①菅谷東小Ａ②五台小Ａ③瓜連小Ｂ
④菅谷小Ａ⑤菅谷東小Ｂ⑥菅谷西小
Ａ【中学校　学校対抗男子の部】①
那珂一中②那珂三中③那珂四中【中
学校　学校対抗女子の部】①那珂四
中②那珂一中③那珂三中【中学校　

部活動対抗男子の部】①那珂一中野
球部Ａ②那珂三中サッカー部Ｂ③那
珂一中サッカー部Ａ④那珂三中バス
ケットボール部Ａ⑤那珂一中野球部
Ｂ⑥那珂四中野球部Ａ【中学校　部
活動対抗女子の部】①那珂四中バス
ケットボール部Ａ②那珂四中ソフト
テニス部Ａ③那珂四中バレーボール
部Ａ④那珂四中バスケットボール部
Ｂ⑤那珂一中バスケットボール部Ａ
⑥那珂一中バレーボール部Ａ【一般
の部】①笠松走友会Ｃ②那珂市消防
Ａ③笠松走友会Ａ
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第４５回那珂市冬季駅伝競走大会

■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３
地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　地域のためにボランティアで活動
している鹿島をよくする会が１１月１８
日、除草作業を行いました。
　今回作業をした道路は、生活道路
でもあり鹿島から通う子どもたちの
通学路としても利用されています。
しかし、高くまで生い茂る草や篠藪
は、道幅を狭くするだけでなく、防
犯灯を覆い隠すまで伸び、日中でも
薄暗く危険をはらんでいました。
　子どもたちの安全を思う地域の力
により、除草を終えた道路は本来の
姿に取り戻すことができました。

�������	
����
鹿島をよくする会（木崎）

　日本原子力発電株式会社が主催す
る第４回げんでんふれあいトークラ
イブ「こんにちは げんでんです」が
１１月１４日、市中央公民館で開催され
ました。東海第二発電所の状況と東
海発電所の廃止措置についての報告
があったあと開催された落語公演に
は、春風亭一之輔さん（写真左）と
常陸太田市出身の柳家さん弥さん
（写真右）が登場。お二人の人情味あ
ふれる語り節に、観客から拍手が沸
き起こり、会場が和やかな雰囲気に
包まれました。

�������	
���
第４回げんでんふれあいトークライブ
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父・浩一さん　母・清美さん
１月２８日生まれ（菅谷）

��������� ���

さ な

元気にスクスク育ってね

父・正里さん　母・優子さん
１月６日生まれ（菅谷）

������
しゅう

��� ��

や

ママの宝だよ�

父・一博さん　母・恵美さん
１月２０日生まれ（菅谷）

������������ ���

ま り あ

楽しく元気に遊んで
大きく育ってね！

� 人の動き �

那珂市の人口（１２月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　２７，８７３人 （＋３７）
　女　　２８，６９２人 （＋２７）
　計　　５６，５６５人 （＋６４）
世帯数　２０，２１５世帯 （＋４４）

○出生　４３人
○死亡　３４人

（１１月１～３０日）

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） ４期

○国民健康保険税 ７期

納期限：１月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度があります。ど
うぞご利用ください。
問い合わせ／

市税務課収納推進室

�２９８－１１１１　内線１６７

������������



 

古紙配合率100％再生紙と大豆油インキを使用しています。 
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が
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ま
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に
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の
な
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今
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は
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仕
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ま
だ
ま
だ
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て
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な
い
こ
と
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る
の
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と
思
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て
い
ま
す
。 

　１２月６日、冬の澄んだ青空の下、
市消防本部が実施する防火餅つき
会が菅谷幼稚園で行われました。 
　蒸し上がった餅米を消防職員が
つくのに合わせ、園児たちの「よい
しょ、よいしょ」かわいい合いの手

が上がります。みるみるうちにお
餅に変わり、仕上げに園児たちも
大きな杵で、力を合わせてつきま
した。つきたてのお餅は、お供え
にしたり、きな粉餅や磯辺焼きに
して、笑顔いっぱいで食べました。 

●つきたてお餅はおいしいね！　菅谷幼稚園餅つき会 

いつも笑顔で頑張っています 

倉田優子さん 
後台　２３歳 

3636

木崎小学校　１年　勝山真帆さん 

かしま台保育園 
かたおかかえでちゃん（６歳） 

ながいつるをひっぱると、おおきなさ
つまいもがたくさんあったよ。まっく
ろになって、がんばってほったよ。 

ぼくたちのつくったさつまいもで、
はんがをしたよ。めとしっぽをつ
けたら、ねずみになったよ。 

戸多幼稚園 
すけがわなぎとくん（５歳） 

木崎小学校　５年　小泉雄哉さん 木崎小学校　３年　中井川桃子さん 

印刷／いばらき印刷株式会社 




